
沖縄県 企画部 交通政策課

平成27年10月８日

沖縄県におけるバス交通活性化
に向けた取組紹介

１ 沖縄県の概況

２ 公共交通をとりまく状況

３ 公共交通活性化の背景と目的

４ 具体の取組

５ 広報活動

紹 介 内 容



区域
人口(H26.8.1） 圏域面積(H24.10.1）

人口 構成比 面積 構成比

沖縄県全体 約142万人 100% 約2,277㎢ 100％

沖縄本島 約129万4千人 91.1% 約1,244㎢ 54.6%

北部圏域 約12万1千人 8.5% 約765㎢ 33.6%

中南部圏域 約117万3千人 82.6% 約479㎢ 21.0%

その他離島部 約12万6千人 8.9% 約1,033km2 45.4%
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１－１ 沖縄県の概況（人口と面積）

○県全体の人口は約142万人。

そのうち沖縄本島の中南部圏域に約８割

の人口が集中。北部圏域は約１割

○中南部圏域は、全国の政令指定都市並

の人口、面積、神戸市並の人口密度

北部圏域

中南部圏域

表 中南部圏域と政令指定都市の人口・面積

１－２ 沖縄県の概況（圏域別人口と政令市との比較）

２
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国内客 外国客 観光収入

昭和47年度
入域観光客数 56万人
観 光 収 入 324億円

平成26年度
入域観光客数 717万人
観 光 収 入 5,342億円
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● 入域観光客数は 昭和47年の56万人から 平成26年には717万人と約13倍に

（平成26年度は、外国人観光客の増加等により過去最高）

３

１－３ 沖縄県の概況（入域観光客数と観光の推移）

56万人

● 沖縄県における米軍提供施設面積は約232㎢（県土の約10%）

● 沖縄本島には約221㎢（全体の95%）が存在。

● 嘉手納飛行場より南の約１０００haの返還計画が日米両政府により発表

在沖米軍の施設・区域及び返還施設

４

１－４ 沖縄県の概況（米軍提供施設）



● 1914(大正3)年、沖縄県軽便鉄道が開業（今年開業から100年）
● 那覇～与那原、那覇～嘉手納、那覇～糸満の3線を敷設
● 第二次世界大戦で軽便鉄道は壊滅。

県営鉄道開業２０周年記念列車

那覇駅（現在の那覇バスターミナルの位置）
５

総延長約48ｋｍ

２－１ 公共交通をとりまく状況（戦前の県営軽便鉄道）

２－２ 公共交通を取り巻く状況（統計データ１）

急激な自動車利用の拡大 大幅なバス利用者の減少 慢性的な交通渋滞

出典：道路交通センサス⼀般交通量調査
（国⼟交通省道路局,H22年度）出典：「運輸要覧」沖縄総合事務局

● 自動車利用の拡大、バス利用の減少
● 極めて高い自動車依存型社会、交通渋滞が日常化
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公共交通の利用率は、全国平均30％に対し、沖縄県はわずか４％

２－３ 公共交通を取り巻く状況（統計データ２）

交通機関分担率の比較

資料：平成18年度旅客地域流動調査 ７

中南部におけるバス交通･･･

系統が長く複雑、
定時速達性が低い、
非効率的な運行 etc

バス網再構築計画素案
（平成18年３月作成）

国道58号,329号,330号に
基幹バスを導入

周辺地域と連絡する
支線バスを配置

当面は、国道58号沿線地域を
中心にバス利用環境整備を推進

３－１ バス交通活性化の背景と目的
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３－２ バス交通活性化の背景と目的（基幹バスの導入）

将来イメージ
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● 公共交通活性化に関するニーズ

１０

３－３ バス交通活性化の背景と目的（PIの結果 １ ）
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● バスレーン延長への理解

回答の６割以上が、
バスレーンの延長に
肯定的。

３－４ バス交通活性化の背景と目的（PIの結果 ２ ）

１１

1月までのバスレーン 今年2月延長箇所 第３段階延長箇所

久茂地向け[7:30～9:00]（第２段階は、それ以外の時間帯にバス優先レーンを実施）

伊佐向け[17:30～19:00]（第２段階は、それ以外の時間帯にバス優先レーンを実施）

４－１ 具体の取組（バスレーンの延長）

第1段階
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佐

久
茂
地
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１２



４－２ 具体の取組（バス停のグレードアップ）

１３

車道側にある系統図 観光客には難解な方向幕系統別カラーリングのイメージ

４－３ 具体の取組（系統別カラーリング）

１４



ＩＣ乗車券導入の効果

・両替や小銭の準備が不要

・子供や高齢者が簡単に利用可

・乗降時間短縮による速達性向上

Ｈ２５．１１ 沖縄 Ｉ Ｃ カード（株）設立

Ｈ26． １ カード名称及びデザイン決定

H26.10 モノレール先行サービス開始

H27.４.27 バスを含む本格サービス開始

１５

４－４ 具体の取組（ＩＣ乗車券の導入）

バスロケーションシステムの概要パソコン画面での表示例

現在のバスの位置を
リアルタイムで表示

携帯電話画面での表示例

現在のバスの位置を
リアルタイムで表示

４－５ 具体の取組（バスロケーションシステムの導入）

１６



各種情報閲覧
・メール配信設定
・運行情報
・時刻表検索
・経路検索

バス接近案内メール
――――――――――――

○○バス停の到着の
およそ10分前になり
ました。

■現在の状況
△△線上り那覇向け
５つ手前のバス停を
通過しました。

※画面イメージ

パソコン画面での時刻表

到着時刻をクリックすると、そのバスが通過
する各バス停の通過予定時刻を確認できる。

経路検索イメージ（スマートフォン）

検索画面 検索結果一覧 検索結果詳細

４－５ 具体の取組（バスロケーションシステムの導入）

１７

● 出発地から目的地までの、公共交通機関の経路検索情報を提供
● 日本語、英語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語に対応

４－６ 具体の取組（多言語公共交通検索システム導入）

１８

経路検索イメージ

対象は、本島内の路線バス、モノレール
及び本島を発着する航路、航空路（国内線）



１９

４－７ 具体の取組（ノンステップバスの導入）

● 企業団体が組織一丸でバス利用を促し、渋滞緩和を目指す
● 平成26年度から「法人党員」を募集

22

５－１ 広報活動（わった～バス党）

２０



● スマホでバスに乗ると電子書籍が当たるキャンペーン
● 口コミ波及による新規バス利用者増加を狙う

23

５－２ 広報活動（バスでスイスイキャンペーン）

２１

● バスの利用啓発、バスレーン延長やOKICAの導入、
バス通キャンペーンなどを紹介するTVCMを放送

２２

５－３ 広報活動（テレビ広報）



● ラジオ番組「わった～バストークショー」を放送
● バスに関するさまざま方面からゲストをお招きし
● 法人党員を紹介、バス党の活動をアピール
● バス利用の良さを広報

25

5－４ 広報活動（ラジオ広報）

● 今年バスに導入したOKICAやﾊﾞｽ党の活動を掲載
● 新聞４コマ漫画「がじゅまるファミー」とコラボ

4コマ漫画とのコラボレーション

26

５月27日掲載

７月19日掲載

5－５ 広報活動（新聞広報）

２４



２５

5－６ 広報活動（バスレーンサポーター）

● バスレーンの周知を行うバスレーンサポーターを配置
● 赤いブルゾンを着用しのぼりを掲示し周知した

28

5－７ 広報活動（わった～バス新聞）

● 58号沿線を対象に、ニューズレターを発行
● 平成27年度は、15万世帯へ計４回配布予定



２７

5－８ 広報活動（小学生の授業に追加）

２９

5－９ 広報活動（小学校への出前授業）

夢を乗せて出発！



ご静聴 ありがとうございました


